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第
五
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
医
療
保
護
施
設
へ
の
準
用
）

第
五
十
五
条
の
二

第
五
十
二
条
及
び
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
医
療
保
護
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
通
知
）

第
八
十
三
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定

を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
健

康
保
険
法
第
八
十
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
事
実
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
そ
の
事
実
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
四
条
の
三
中
「
老
人
福
祉
法
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）」を
加
え
る
。

第
八
十
四
条
の
五
を
第
八
十
四
条
の
六
と
す
る
。

第
八
十
四
条
の
四
中
「
別
表
」
を
「
別
表
第
三
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
四
条
の
五
と
す
る
。

第
八
十
四
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行
）

第
八
十
四
条
の
四

第
五
十
四
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
被
保
護
者
の

利
益
を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都

道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
中
都
道
府
県
知
事
に
関
す
る
規

定
（
当
該
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
適
用
が
あ

る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
当
該
事
務
を
行
う
と
き
は
、
相
互
に
密
接
な

連
携
の
下
に
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
十
五
条
中
「
三
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
他
人
を
し
て
受
け
さ
せ
た
者
は
、

三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
刑
法
に
正
条
が
あ
る
と
き
は
、刑
法
に
よ
る
。

第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
」
を
、「
同
じ
。）」
の

下
に
「
、
第
五
十
五
条
の
五
」
を
、「
報
告
を
し
」
の
下
に
「
、
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
物
件
の
提
出
若

し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
当
該

職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
」
を
加
え
る
。

第
十
一
章
を
第
十
二
章
と
す
る
。

第
七
十
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

そ
の
長
が
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
（
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
委
託
を
受
け
て
行
う
も
の
を
含
む
。）に
要
す
る
費
用

第
七
十
一
条
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

そ
の
長
が
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
（
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
委
託
を
受
け
て
行
う
も
の
を
含
む
。）に
要
す
る
費
用

第
七
十
三
条
中
「
政
令
の
」
を
「
政
令
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
母
子
生
活
支
援
施
設
」
の
下
に「（
第
四

号
に
お
い
て
「
母
子
生
活
支
援
施
設
」
と
い
う
。）」
を
、「
除
く
」
の
下
に
「
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同

条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

居
住
地
が
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
い
被
保
護
者
に
つ
き
市
町
村
が
支
弁
し
た
就
労
自
立
給
付
金
費
（
就

労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
四
分
の
一

四

宿
所
提
供
施
設
又
は
母
子
生
活
支
援
施
設
に
あ
る
被
保
護
者
に
つ
き
こ
れ
ら
の
施
設
の
所
在
す
る
市
町
村
が

支
弁
し
た
就
労
自
立
給
付
金
費
の
四
分
の
一

第
七
十
五
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

市
町
村
及
び
都
道
府
県
が
支
弁
し
た
保
護
費
、
保
護
施
設
事
務
費
及
び
委
託
事
務
費
の
四
分
の
三

二

市
町
村
及
び
都
道
府
県
が
支
弁
し
た
就
労
自
立
給
付
金
費
の
四
分
の
三

第
七
十
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
損
害
賠
償
請
求
権
）

第
七
十
六
条
の
二

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
被
保
護
者
の
医
療
扶
助
又
は
介
護
扶
助
を
受
け
た
事
由
が
第
三
者

の
行
為
に
よ
つ
て
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
支
弁
し
た
保
護
費
の
限
度
に
お
い
て
、
被
保
護
者
が
当
該
第
三
者
に
対

し
て
有
す
る
損
害
賠
償
の
請
求
権
を
取
得
す
る
。

（
時
効
）

第
七
十
六
条
の
三

就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
つ
て
消

滅
す
る
。

第
七
十
七
条
の
前
の
見
出
し
中
「
費
用
」
を
「
費
用
等
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
中
「
費
用
」
を
「
費
用
の
額
」
に
、「
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
徴
収
す
る
ほ
か
、
そ
の
徴
収

す
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
以
下
の
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項

を
加
え
る
。

２

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
つ
て
医
療
、
介
護
又
は
助
産
若
し
く
は
施
術
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
支
払
を

受
け
た
指
定
医
療
機
関
、
指
定
介
護
機
関
又
は
指
定
助
産
機
関
若
し
く
は
指
定
施
術
機
関
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

費
用
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
は
、
そ
の
支
弁
し
た
額
の
う
ち
返
還
さ
せ
る
べ
き
額
を
そ
の
指
定

医
療
機
関
、
指
定
介
護
機
関
又
は
指
定
助
産
機
関
若
し
く
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
徴
収
す
る
ほ
か
、
そ
の
返
還
さ

せ
る
べ
き
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
以
下
の
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
他
人
を
し
て
受
け
さ
せ
た
者
が
あ

る
と
き
は
、
就
労
自
立
給
付
金
費
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
は
、
そ
の
費
用
の
額
の
全
部
又
は
一

部
を
、
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
ほ
か
、
そ
の
徴
収
す
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
以
下
の
金
額
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
国
税
徴
収
の
例
に
よ
り

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
十
八
条
の
二

保
護
の
実
施
機
関
は
、
被
保
護
者
が
、
保
護
金
品
（
金
銭
給
付
に
よ
つ
て
行
う
も
の
に
限
る
。）

の
交
付
を
受
け
る
前
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
保
護
金
品
の
一
部
を
、
前
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
保
護
費
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
が
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
徴
収
金
の
納
入
に

充
て
る
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
お
い
て
、
保
護
の
実
施
機
関
が
当
該
被
保
護
者
の
生
活
の
維
持
に
支
障
が
な
い
と

認
め
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
被
保
護
者
に
対
し
て
保
護
金
品
を
交
付
す
る

際
に
当
該
申
出
に
係
る
徴
収
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

支
給
機
関
は
、
被
保
護
者
が
、
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
前
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
就
労
自
立
給
付
金
の
額
の
全
部
又
は
一
部
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
護
費
を
支
弁
し
た

都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
が
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
徴
収
金
の
納
入
に
充
て
る
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
被
保
護
者
に
対
し
て
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給
す
る
際
に
当
該
申

出
に
係
る
徴
収
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
が
徴
収
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
被
保
護
者
に
対
し

て
当
該
保
護
金
品
（
第
一
項
の
申
出
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
交
付
又
は
当
該
就
労
自
立
給
付
金
（
前
項
の
申
出

に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
支
給
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
十
章
を
第
十
一
章
と
す
る
。

第
六
十
四
条
中
「
処
分
」
の
下
に
「
並
び
に
第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
が
就
労
自
立
給

付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
庁
に
委
任
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事

務
に
関
す
る
処
分
」
を
加
え
る
。
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